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2003年９月号

２００３年８月の山行記録

講習山行

八ヶ岳・阿弥陀南稜

８月３０日

参加者

横川秀樹・ 山野昭人・ 佐々木恵子・ 阿出川忍・

斎藤典子・ 山野美香（ 本科生）

小林幸恵・ 茨木嘉道（ シニア）

大久保リ ン（ 遠足）

河野操（ ゲスト ）

坂口理子（ ＳＬ ）

金沢和則（ 講師）

計１ ２ 名

コ ース ・ 行程の概略

船山十字路→立場山→阿弥陀南稜→阿弥陀岳→

御小屋尾根→船山十字路

コ ース の核心・ ポイント

南稜Ｐ ３ ルンゼ、 御小屋尾根上部の下り

コ メ ント

冬に向けて 全体のコ ース を頭に入れるこ と を目的に

参加し た。 旭小屋裏手から 尾根までは足に優しい柔

ら かい土で心地よい登り 。但し 尾根筋の右側にはワ

イヤーが張り巡らされ、 「 入山禁止！違反者罰金○

万円」 の看板が至る所に・ ・ よっ ぽどお高いキノ コ

が採れるら しい。 立場山までの樹林帯はやや急だが

穏やかな天気のせいか荷が軽いせいか快適だっ た。

そこ から青ナギまでの樹林帯ではテン場候補地を探

しながら真白き雪に包まれた木々を想いワクワクし

たが、 核心のＰ ３ 手前にく ると急に風が強く なり こ

れが冬だっ たら ・ ・ と想像すると身が引き締まる想

いがし た。 Ｐ ３ には真新しいフ ィ ッ クスロープがあ

り 、落石に注意すれば特に問題ない登攀で尾根に出

る。 そこ から先しばし の岩稜歩きであっ けなく 山頂

へ到着し た。 こ こで赤岳鉱泉組と 下山組と に分かれ

下山組は御小屋尾根を下るが、 本当の核心はこ れか

らだっ た。 上部はかなり急なザレ場で、初めのう ち

は「 ラク！」 と いいながら 下り ていたがそんなこ と

をいちいち言っ ていら れないく らい足元から土砂と

石と身体が一緒に崩れ落ちていく 感じだっ た。今年

の夏の大雨も崩壊に拍車をかけたのだろう か。

今回の山行で雪に覆われていない赤岳を初めて見た

が、赤岳は赤かっ た・ ・ 。

報告者 山野 美香

△△△△△△△△△△△△△△

２００３年９月の山行記録

自主山行

南アルプス／北岳バットレス（ピラミッド・フェース）

2003年9月5-7日（予備日1)

参加者

L金沢和則 SL坂口理子
計２ 名

感想

『 そう か、 そう だっ たんだ ・ ・ ・ 』

ピラ ミ ッ ト ・ フ ェ ース を終了し四尾根への登攀に

入ると ころでそれまでの憶測が確信にかわっ た。

はじめてバッ トレスに足を入れたのが十数年前か

な。 それからだっ て数多く バッ トレスに来たわけじ

ゃない。 それでもピラ ミ ッ ト ・ フ ェ ースはこ こ数年

頭の片隅に存在し続けていた 。

山塾でできる自主山行、 それも本科を卒業し て
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研究生・ 同人で残っ た人と共にイ ーブンな関係での

山、できればバリ エーショ ンと呼ばれている ルート

へ。

山塾でも継続し ていれば、 リ スクが少しある山

行企画も実現できるぞ・ ・ 別に大上段に構えてのこ

と ではないけれど、そんなこ と が表現できたらいい

かと 考え、バッ トレス四尾根＆一ノ倉南稜に自主企

画でもいっ てみよう計画がはじまっ た。 そのと き声

かけし たメ ンバーの軸は松本や坂口ら 。 それまで講

習以外では接点もなかっ たので室内やゲレンデ、い

く つかの自主山行を重ねる。それと 講習への参加も

より積極的に・ ・ な～んて書く と いかにもご立派で

ございます風だが・ ・ ・ ま 、 そ こ そ こ適当にね

（ 笑） 。

と もかく なんだかんだで 99年の 10月初旬にバッ

トレス四尾根へ、 こ のと きは３ 人（ 松本・ 坂口・ 金

沢） 。 入山日と登攀予定日は雨だっ たが予備日は雲

ひと つない秋晴れ、最良のコ ンディ ショ ン。五尾根

の支尾根をアプローチにゆっ たり と四尾根を終了、

充実し た山を楽しめた 。

白馬いきまし た、槍や剣にもいきまし た、北岳バ

ッ トレスから谷川岳一ノ倉南稜もいきまし た、そし

て・ ・ 山やめまし た式の安直路線と考えら れるのも

嫌だしな、 横に広げる （ いろいろ方法はあるけれ

ど ） 意識もあるぞ！を示すには一度いっ たバッ トレ

スに同じルートでもいいし 、違う ルート からでもま

た来よう ・ ・ と 、つぎに進めたのがピラ ミ ッ ド・ フ

ェ ース 。 じゃ来年に向けて メ ンバーも増やし 、それ

に向けてのいろいろな企画も・ ・ あ、また言葉にす

ると ご立派でございます風になっ ちゃう な、 こ こも

そこそこ適当にね（ 笑） 。

それから何年かが過ぎてしまう （ 大袈裟） 。その

当時の山塾の事情や自分（ 達） の状況で計画段階か

らボツになるなど、いろいろあっ たが、 と もかく 自

分自身は今年（ 03 年） こそはまと めたいなと いう

意気込み、いや思い込みかな。冷夏で雨の多い８月、

延期、延期と なり 、当初計画では松本・ 矢田・ 坂

口・ 金沢の予定だっ たが残念ながら今回は最小ユニ

ッ ト になっ てしまっ た。 それでも無事トレースでき 、

帰っ てこ ら れたと いう こ と ですね。

『 え～っ 、なんだよ山行報告じゃねーよ。何言っ て

んだかわかんないよ』

そう ですよね。 そもそも最初の『 そう か、 そう だっ

たんだ ・ ・ ・ 』 はなんだ？

そう 、表向き？の目的と は別にもう ひと つの目的が

あっ たんですね。もちろん単純にいっ てみたいと い

う 気持ち以外に。

それは 99 年にいっ た四尾根と 、はじめていっ た

四尾根と印象が違う ・ ・ 具体的には一部ライ ン取り

が違う のではと いう 疑問だっ た。 99 年のと きは間

違いなく 四尾根を登攀し たと考えら れるのだが。

『 もっ と左じゃないの』 『 なんかブッ シュ が多いね、

四尾根のライ ン左かも』 はじめていっ たと きのパー

トナーと の会話だ。現役大学生の若手Nと わたしが

組む。 こ のと きは全部で 5 人。 3 人パーティ ーは岩

崎さんと Kと Y。おのずと 2 人のほう がはやいし 、

若い彼について勢いだけでの登攀。 3 人パーティ ー

途中から離れるが声は届く 範囲だ。白い岩のピッ チ

付近で岩崎チームは多少ブッ シュ があっ てもカンテ

状をまっ すぐ 進む。ぼく らは左にややトラバース、

すっ きり した壁状にルート を探る。少し 上で合流し

そう なので「 いいよ、 大丈夫ならそのままいっ て」

と岩崎さんの声にも後押しされ進む。少し 大変だっ

たよう な気もするが勢いでいっ てしまう 。 その後も

順調に進み山頂に。 （ その時は） バッ トレスの四尾

根以外のルート なんてあまり関心はなかっ た。 と も

かく バッ トレスに来るこ と ができた感激に支配され

その時は終わっ た。 [おまけの話： こ のと き N と わ

たしは次の日、一尾根の正面壁もトレース 、勢いっ

て恐いですね]

そう 、はじめての四尾根のこ と が 99 年に四尾根に

いっ たこ とで思いだされたのだ。

何か違う な～？！。実はピラミ ッ ド ・ フ ェ ース のラ

イ ンは終盤になると四尾根に近いと ころを平行に登

るこ と を正確に認識し たのはそれからだっ た。ピラ

ミ ッ ド ・ フ ェ ース終盤の核心部分への入り 口には、

四尾根から左に頑張っ てトラバースすれば（ 少し緊

張はするけど ） いけちゃ う んだよね。
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・ ・ もし かし て、はじめて来たと きは一部ルート を

左に寄り過ぎたのでは。

『 そう か、そう だっ たんだ ・ ・ ・ 』 は、正にそう

だっ たんですよ（ 笑） 。

ま っ た く 、 こ れだか ら ア ルパイ ン ル ー ト は面白

い！？いけると ころいっ て上に抜ければいいんだよ

（ ちょ っ と暴言） 。

こ こでせめて山行報告ら しく ・ ・ 。各ピッ チの取

り方などはガイド本などいろいろあるのでそれを参

考に・ ・ ピッ チを細かく 取ると か微妙に報告により

違う のもアルパイ ンならでは。 と もかく 各自の感性

で。

登攀具に関し てはそれぞれの考え方や意見あるだろ

う けど 、ふたり での装備の主なと ころは、 クイッ ク

ドロー12セッ ト ・ カラビナ 18枚・ スリ ング 8 本・

テープスリ ング（ 長） 5 本・ テープスリ ング（ 短）

4 本程かな。ザイ ルは 9 ミ リ 45 メ ート ル 2 本で、

カ ミ ングディ バイ ス（ カム） はエイ リ ア ンが 3／4、

1、 1 と 1／2、キャ メロッ ト 1 の 4個（ フ レンズな

ら 1と か 2付近かな） 。 その他ハーケン数枚以上な

ど。 エイ ト環や ATCなどはもちろん必要だけれど。

こ のルートで二つほどある 核心部分はクラ ッ クなの

でカムが役にたっ た。 と く に核心二つ目のライン上

にあるハーケンなどはすべて紙製・ ・ ・ はウソだけ

どそれと同じ意味合い、 小指で簡単に動いてしまう 、

どこでミ スっ ても墜落係数は 2だ。自分で打っ たハ

ーケンと カムのセッ トが心の支えだっ た。雪をまと

い、日差しを受ける ルートでは支点の状態は常に変

化するので注意が必要だ。

こ う し て 2003 年のピラ ミ ッ ド ・ フ ェ ースは四尾

根につながり 、北岳山頂に到着するこ と ができ「 ホ

ッ 」 。 また山頂から白根御池小屋のキャ ンプサイ ト

に戻る途中から見る周辺のどっ し り した山々、こ れ

が実にいいんだな。蛇足になるけど芦安から の林道

の崩壊で奈良田から の入山となっ たが、 こ れもいま

考えると ワクワクするものがあっ てよかっ たと思え

た。

報告者 金沢 和則

△△△△△△△△△△△△

投稿

Ｃ－ＵＰコラム『新人クライマーのひとりごと』

第１０回

山のトラブル対処法 その壱

私はムシが嫌いだ。でも 、ムシは私のこ と が好きら

しい。 山から戻っ たと きは、ムシに喰われて身体の

あちこちがかゆく なっ ているこ と がよく あるのだ。

山では何と もなかっ たのに 、家に帰っ たあと で症状

が出てく るこ と も多い。先日、 小川山のクライミ ン

グ講習から帰っ てきた日は、その夜中に足の数箇所

から猛烈なかゆみが発生し て目を醒まし た。

こ う し たかゆみは、多分、ブヨ （ ブト 、 ブユと も

いう ） に刺されたものだろう 。私は、ムシの専門家

ではないが、 ブヨ のかゆみは、刺された直後ではな

く 、 しばら く たっ てから 出るら しい。

山をやっ ていれば、多く の人はこ の辛さを一度や

二度は経験されたこ と があると思う 。ブヨ に一箇所

でも刺されたら激しいかゆみに一週間以上も悩まさ

れ続け、掻けば掻く ほど症状が悪化し、刺された部

分の皮膚が固く なっ てしまう 。 し かも、市販のかゆ

み止めの薬は、ほとんど効果がないと きている 。

し かし 、 こ のブヨ刺されには、あまり知ら れては

いないが、効果抜群の特効薬があっ たのだ。 こ の方

法は雑誌「 カ ヌ ーラ イ フ 」 の藤原尚雄編集長が

2002 年の春号で紹介し ていたもので、 ニュージー

ラ ンドで川下り 中にサンドフ ラ イ (Sandfly： ブヨ )
に刺され、そのと き現地のガイドから教わっ たら し

い。

その方法はと っ ても簡単。熱いお風呂に入るだけ。

ニュージーランドではあちこちに温泉が沸いている

ら し く 、 藤原氏は川原に沸く 温泉につかり 、 アッ と

いう 間にかゆみが引いたと書いている 。

私もこ の方法を知っ てから 、 かゆみに悩まされる

こ と は、ほと んどなく なっ てしまっ た。お湯の温度

については、 藤原氏は 50度と書いているが、それ

だと ヤケドし かねないので、私の場合はシャ ワーの

設定温度を 43〜44度ぐ らいにし て、刺された場所

に１分間ほど集中的にかけている。 こ れだけで、掻
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きむし り たく なるよう なかゆみがすっ と消えてしま

う から不思議なものだ。 （ 蛋白系の毒成分が一定の

温度で変性するのが理由と のこ と ）

ただひと つ難点といえば、 山では風呂がないので

長期縦走の途中で刺されたと きには処置ができない

と いう 点だろう 。 下山するまでひたすら かゆみを我

慢するし かない・ ・ ・ 。

やっ ぱり製薬会社さんには、一刻も早く 、 ブヨ に

も効く クスリ を作っ てもらいたいと 思う きょ う こ の

頃だ。 （ 秀）

※こ の方法を試す場合は、ヤケドにご注意下さい。

ブヨ以外にも効いたり します。

編集局から

今年の８月は台風・雨の影響で、南ア・明神谷・

大無間・小無間夏合宿、北岳バットレス講習が中止

になり山行原稿が集まりませんでしたが、関係各位

のご協力により、阿弥陀南稜講習山行原稿をいただ

き発行できました。ご協力ありがとうございました。

ちょっと変則的ですが、９月の山行報告も今月号に

掲載させていただきました。自主山行された方は、

ぜひ山行報告原稿お願いいたします。山塾のホーム

ページ（山行報告入力フォーム）にて山行報告を入

力し送信して頂くと、私にメールの形式で自動的に

送信される仕組みになっております。本科生のみな

さまにはご協力よろしくお願いいたします。また、

報告文章掲載が抜けていた場合にはご指摘ください。

次号に掲載するようにいたします。

アドレス

無名山塾 http: //www. sanj c. com

Phone 03-3941-3481

Fax 03-3941-3482

http://www.sanjc.com

